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1. スポーツ障（傷）害予防の疫学研究は， 
現場の活動を通じて実施できます． 

2. 疫学的研究手法により得られた成果は， 
すぐに現場に還元できます． 



スポーツ障（傷）害の事例 
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競歩選手における恥骨痛（炎症）は 

どのように予防できるか 



疫学的手法による研究の流れ 
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指導上の疑問 

記述的研究 

横断研究 

コホート研究 

介入研究 

実践 

恥骨痛予防プログラムは恥骨痛の 
発生を予防できるか？ 

文献研究 

競歩選手の恥骨痛は予防できるか？ 

恥骨痛はどれくらい発生しているか？ 

どういう選手で恥骨痛が少ないか？ 

どういう選手で恥骨痛が生じにくいか？ 

どこまで分かっているか？ 



文献調査と研究のスタート地 
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コホート研究 

介入研究 

実践 

文献研究 

記述的研究 

横断研究 

コホート研究 

介入研究 

実践 

横断研究 

コホート研究 

介入研究 

実践 

介入研究 

実践 実践 



記述的研究とは 
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病気（障害，傷害）の有病率や罹患率を明らかにする研究 
（狭義） 

現在，恥骨痛あり 
 4人 ÷ 10人 → 40% 

有病（訴）率 
Prevalence 



罹患率･発症率･発生率 incidence 
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一定期間内に病気（障害，傷害）が新たに生じる確率 

1年 2年 

2年追跡 

2年追跡 

1年追跡 

2年追跡 

2年追跡 

2年追跡 

2年追跡 

2年追跡 

1年追跡 

2年追跡 

計18人年追跡 

発症数4人 

÷ 

18人年追跡 

↓ 

0.22人/1人年 

↓ 

220人/1000人年 



スポーツ障（傷）害の特殊事情 
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220人/1000人年 

一般的な疾患等 

スポーツ障（傷）害 

2.2人/1000人・プレー時間（回数） 

「1000人追跡すれば1年間に220人が発症する」 

「1000人追跡すればプレー    1時間に2.2人が発症する」 

「  100人追跡すればプレー  10時間に2.2人が発症する」 

「    10人追跡すればプレー100時間に2.2人が発症する」 

 



横断研究とは 
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原因と結果を同時に測定し，両者の関連を明らかにする 

ストレッチ 

する しない 

25% 
（5人/20人） 

38% 
（9人/24人） 



因果の逆転 
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原因と結果が反転している状態（疫学研究の落とし穴） 

ストレッチ 

する しない 

50% 
（10人/20人） 

25% 
（6人/24人） 



コホート研究とは 
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原因（と思われる要因）に曝露している集団としていない集団
を一定期間追跡し，発症率を比較する 

10時間 20時間 

ストレッチ 

あり 

なし 

1人/80人・時間 
↓ 

12.5人/1000人・時間 

2人/90人・時間 
↓ 

22.2人/1000人・時間 



記述･横断･コホートはご一緒に 
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初回調査 

結果の追跡2 

結果の追跡3 

記述的研究のデータ 
  兼 
横断研究のデータ 
  兼 
コホート研究のベースラインデータ 

結果の追跡1 

コホート研究の追跡データ 



危険因子･保護因子 
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危険･保護因子 

修正可能 修正不可能 

食生活，コンディショニングetc 年齢，性，人種，遺伝子多型etc 

介入内容に反映 ハイリスク集団の同定 
（介入する集団の優先順位） 



介入研究とは 
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介入研究 

単群試験 非ランダム化 
試験 

ランダム化 
比較試験 

エビデンスの質 低 高 

危険因子や保護因子を人為的に増減することで， 
アウトカムへの影響を明らかにする 



ランダム化比較試験 
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恥骨痛がない 
選手集団 

恥骨痛予防
プログラム 

ランダム 
割り付け 

対照 
プログラム 
（通常ケア） 

1人/9人 
↓ 

11% 

4人/9人 
↓ 

44% 



疫学的手法による研究の流れ（再掲） 
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指導上の疑問 

記述的研究 

横断研究 

コホート研究 

介入研究 

実践 

恥骨痛予防プログラムは恥骨痛の 
発生を予防できるか？ 

文献研究 

競歩選手の恥骨痛は予防できるか？ 

恥骨痛はどれくらい発生しているか？ 

どういう選手で恥骨痛が少ないか？ 

どういう選手で恥骨痛が生じにくいか？ 

どこまで分かっているか？ 
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1. スポーツ障（傷）害予防の疫学研究は， 
現場の活動を通じて実施できます． 

2. 疫学的研究手法により得られた成果は， 
すぐに現場に還元できます． 

i. スポーツ障（傷）害のハイリスク群の同定 

ii. スポーツ障（傷）害予防策の立案･実践 


